





ジャカレイ日本語学校へ、鷹取寛行は同州サンジョゼ・ドス・カンポス市の松下電器産業株式会社が駐在員子弟向けに設置した日本人学校へ赴任するためです。私達は同年四月一日付で学校法 国士舘に採用され、国際部に配属されました。既に前年度 峯経治と鈴木輝一がサンジョゼ・ドス・カンポスの し いました。私達はその第二次海外派遣 語教師としてブラジルに渡ったのでした。その後、薬師寺幸 野村加奈子の女性二人も第三次 続くことになります。皆に共通するのは文学部教育学科初等教育専攻の卒業生ということで
す。
当時、ブラジルへの直行便はなく、アメリカ経由で一










































の日本人学校教育の経験豊富な中島博行先生が着任されました。私達は昭和五八年一月から適宜指導を受けることになります。中島先生は東京都で小学校の教員 勤められた後、ミナスジェライス州バルジニアにあった三菱系企業内日本人学校に勤務されていました。私達は、四月一日に採用辞令をいただき全員国際部に配属されました。当時の国際部は世田谷キャンパス八号館一階の現在のキャリア形成支援センターの場所にありました。八号館は国士舘中学・高等学校の校舎で国際部の隣 体育教官室と文書課のタイプ室。向かい側には電話交換室があり、なん も雑居ビル的な雰囲気があ した。国際部は海外勤務の教職員との連絡調整を含め 現在の国際交流センターの前身的な役割を果たしていました。
私達は国際部の所属ではありましたが、幸いにも日本









































































ジルでの将来構想は、 「武道を必修として日本の伝統文化を中心にすえた、日系人もブラジル人も受け入れる幼稚園から大学までの総合学園を創設する」という壮大なものでした。残念ながら計画 三年ほどで撤退することになりました。財務面・計画面で最初から実現 厳しかったのかもしれませんが、もし実現していたら今の国士舘は違った学園になっていたか れません。
池上先生は、 「当時、日本からブラジルに派遣されて
いた日本語教育の専門家は国際協力基金（ＪＦ）と国際協力事業団（ＪＩＣＡ） ら各一名のみで その方 日本語教育のベテランで現地の日本語教師 指導 役割あった。当時 ブラジルの小学校教育は二部制 同じ施設を午前・午後と教師も児童も入れ替わることが当 り
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り合っていて、日本に来日し在住している卒業生と同窓会を開いたりし 現在も交流は続いています。ジャカレイの限りなく青い空、子ど 達のくったくのない笑顔…何年の年月が経 もその美しさは記憶の中で色あせることはありません。
私は帰国後十数年が経った一九九六（平成八）年、個
人的にブラジルを再訪する機会がありま た。ご父兄の皆さんや元生徒達が三〇人近く集まっ 下さり旧交を温めることができました。広大な大地と日系の皆 んの懐の深さと温かさ 改めて心 打たれまし 。
今回私がジャカレイ日本語学校について文章を書くこ
























































































平成 25年 1月 20日　ジャカレイ日本語学校開校 30周年記念同窓会
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年間行事
四月
　
敬老会
劇、歌、踊りなど
五月
　
日本語キャンプ
周辺の日本語学校の生徒たちを集め、ゲームや料理、キャンプファイヤー、グループ活動等をして学校に宿泊
八月
　
移民祭
日本語学校の生徒たちが折り紙 習字、日本文化の展示、
C
afeteria （コーヒーショップ）など
一〇月
　
ハロウィンパーティ
仮装し合唱や踊り資金集めのためのイベントで日本料理、すし 刺身、やきそば、味噌汁の販売
一二月
　
夏休み遠足
生徒たちと海浜遠足日本語の授業だけでなく、日本 よいところや、グループ活動、挨拶、礼儀 日本の文化などにふれる
